
海老名中学校 学校運営協議会 議事録 
 

１．日時 令和６年５月 31 日（金） 13:30 開会 

 

２．場所 海老名中学校１階会議室 

 

３．出席委員 

  今井委員、松島委員、七海委員、奥泉委員、小田島員、大島委員、新美委員 

椙山委員、河野委員、小坂委員 

 

４．会議の内容 

○校長あいさつ 

 

（１）委員紹介（自己紹介）・委員長選出 

 ・校長：例年、海老名中は校長が委員長であったが、学校外の方から委員長を選出することを提案 

 ・推薦により、大島直子委員が委員長に承認・決定 

 

（２）本年度学校運営方針及び学校の現状について（校長） 

 ・以前の学校教育目標の精神は継続。文章が長く覚えにくかったため、誰でもそらで言える文言にした。また、 

「知・徳・体」を「徳・知・体」の順序に改めた。 

・重点目標に自身の教員生活で常に大切にしてきた「信頼」を盛り込み、「確かな信頼関係の確立」とした。 

  以前から定着していた重点目標は、「海老名中の心」として継続していく。 

・学区の小中９年間を大切にし、特に海老名小とは隣接しており、生徒交流を始め小中一貫教育をさらに推し 

進めていきたい。海老名小中校長がそれぞれの学校運営協議員を務めることにした。 

・目標達成のための努力点を（1）から（14）まで網羅的に示している。これを受けて、各学年経営案・各校務 

分掌目標等に盛り込んで運営している。 

 

奥泉委員：海老名中の心を保護者、生徒、職員に対して一貫して掲げ、大切にしていることがとてもよい。 

校  長：学校スローガンに「信頼」を掲げ、「海老名中の心」とともに各クラス教室に掲示したり、全校朝

会や諸儀式でも生徒に語りかけを行っている。 

今井委員：勤務先でも外国籍の生徒が増えている。多くの生徒が日本語習得に困難さを感じている。「日本語

指導・国際教室の充実」とあるが詳細を知りたい。 

校  長：今年度から国際教室を開設した。５教科を中心に対象生徒を取り出し授業を行っている。国際教

室担当を中心に実践・研究を進めている。 

奥泉委員：海老名小も一昨年に国際級を開設した。他学区も外国籍生徒は増加傾向にある。国際級担当の専

任教師を置いている。翻訳機の活用も行っている。 

七海委員：高校も外国籍生徒は増加傾向である。日本に馴染みたい気持ちが強くあり大変真面目な生徒が多

いが、日本語習得は難しい生徒が多い。 

松島委員：勤務先でも外国籍の方をサポートしている。こちらが文化の違いに驚くこともあるが、本人たち

は、小学生と一緒に学び合ったり、文化の違いには柔軟に対応している。 

小田島委員：職員の心構えは昨年度の経営案になかったように思うが？若手教員が増え、こうしたことを明

文化しておくことは必要と感じている。 

校  長：今年度から学校経営案に敢えて明文化するようにした。 

 

（３）年間計画について 

校  長：全学年を同じ期間に修学旅行、校外学習、野外教育活動を設定した。 

     海老名小学校６年生児童を中学校３年生の修学旅行発表会に招待する計画を進めている。 

     二者面談を２・３年生は初担任とご家庭の要望のあった保護者対象とした。 

     給食開始に伴い、日課表を調整した。 

     定期試験を３日間日程から２日間日程に変更し、日頃からの指導と評価の一体化を進めている。 

奥泉委員：常置委員の活動ボランティア、登校班等について 

     ＰＴＡ任意加入についてやＰＴＡ活動や委員の見直しについて検討を進めている。 

新美委員：海老名中学校でも学年委員廃止、その他委員の仕事内容の見直し等を進めている。 

 

 

 



（４）今後のコミュニティ・スクールについて 

 Ⅰ．海老名中学校区の教育力・地域人材の活用について 

 Ⅱ．小中一貫教育の充実について 

  校  長：小中一貫教育の強化、小学校授業見学と研究協議、児童を対象とした中学校教師の入学前授業の 

実施、キャリア教育への学区在住者への講師依頼、２年職場体験での 50％以上を学区・卒業生へ 

の依頼を計画している。 

  奥泉委員：教員にとって小中連携の重要性を実感している。 

  大島委員：小中一貫教育については方法について十分に注意したい。コロナ禍で失われた時間は戻らないが、 

そこで失われたものをもう一度見直し、必要なことはこれからも大切にしたい。 

  三井委員：小学校の英語教育について知りたい。 

  奥泉委員：英語専科の教員がいるが、その中でも指導力に差があるのが現状である。 

  小田島委員：昨年度の職業講話の講師依頼に携わることができた。中学生時を知る者が成人したため、そう 

した方にも講師を依頼した。彼らの成長した姿を見ることができて親目線でも感動した。また、 

講師にとっても母校に帰り自らを振り返る良い機会となったようだ。生徒たちも自校の先輩と 

わかっていると、集中力も高く聞く態度もたいへんよかった。 

 （５）その他 

  ・市コミュニティ・スクール研修会兼中学校区学校運営協議会告知 

  ・次回、学校運営協議会日時確認 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


